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韓国訪問に関する内外記者会見 

 

韓国は、日本にとり最も大切な隣国である。両国は、自由、民主主義、基本的な人権、そ

して法の支配、市場経済という基本的な価値を共有する、最も近く最も大切な隣国同士

である。相互理解と信頼に基づく未来志向のパートナーシップを確立、強化をするために、

韓国を訪問した。 

 

 会談では、本日、北朝鮮が、我が国を含む国際社会の再三の警告にもかかわらず、核実

験を実施したとの発表を受け、北朝鮮の核実験問題に特に時間を割いて話をした。 

 

 私と、盧武鉉大統領は、北朝鮮の核実験が事実であるとすれば、それは、日韓両国を始

めとする周辺諸国の安全に対して、重大な脅威であると同時に、国際の平和と安全に対す

る脅威であるとの認識で一致した。加えて、北朝鮮の核兵器開発及び製造は断じて容認

できず、断固とした姿勢で対処すべきであるとの認識においても一致をみた。 

 

 言うまでもなく、北朝鮮の核兵器保有は、北東アジア地域の安全保障環境を大きく変容

させる。我々は、より危険な「新しい核の時代」に入ることになる。 

 

 北朝鮮による核実験の発表は、２００２年の日朝平壌宣言、２００５年９月の六

者会合の合意に背き、本年７月に採択された国連安保理決議１６９５号にも背くもの

であって、国際社会の努力を大きく裏切るものである。 

 

 北朝鮮の核兵器開発は、射程を延ばしつつある北朝鮮の弾道ミサイルと考え合わせる

時、北東アジア地域を越えて、国際社会全体にとっても深刻な脅威である。 

 

 更に、北朝鮮の核兵器やその製造技術が拡散をすることは、北東アジアの国々のみなら

ず、世界全体に更なる脅威を与えることになる。北朝鮮による核実験は、核不拡散体制に

対する重大な挑戦であり、国際社会全体が真摯に取り組まなければならない課題である。 

 

 今後、日本政府としては、直ちに、厳格な措置について検討を開始すると共に、同盟国

である米国及びこの度訪問した韓国や中国と連携をして、対応を協議する。私は、日本政

府は、国連安保理が、北朝鮮の核実験問題に関して、断固とした行動をとるべく、直ちに

安保理協議を開始するよう要請するために指示を出した。 

 



 また、日本政府としては、安全保障の観点から、我が国及び国民の安全に万全を期する

ために、日米同盟の抑止力の信頼性を一層向上させるべく、米国と緊密に連携をしながら

ミサイル防衛を始めとする日米防衛協力を一層進めていく考えである。 

 

 最後に、今回の北朝鮮による核実験によって我が国国民に放射能に関連した被害が発

生しないように監視等について万全を期していく。 

 

 核実験の他、北朝鮮問題に関しては、会談において私から、拉致問題への取り組みを説

明した。拉致問題は日本の主権を侵害し、日本国民の人生、１３歳の少女も含めて、日

本国民の人生を奪った深刻な問題である。金英男氏と家族との再会は日韓連携の成果

である。今後も拉致問題解決に向けた日韓の協力が極めて重要である。 

 

 会談には、潘外交通商部長官も同席した。私から、潘長官の国連事務総長就任が確

実となったことに対してお祝いを申し上げた。 

 

 また、青少年交流を始めとする市民交流を積極的に進めていくこととした。 

 

 今回の訪問が、盧武鉉大統領との個人的信頼関係を構築をし、日韓関係を新たな段

階に導くことになったと確信している。今後も、国際会議の場を含め、できる限り頻繁に意見

交換を重ねてまいりたいと考えている。 

 

 最後に、今回の訪問にあたり、大変なご尽力をいただいた韓国政府関係者の皆様に心か

ら、お礼を申し上げたい。 

 

【質疑応答】 

 

【質問】 

 北朝鮮の核実験の問題についてお伺いする。総理よりは、今、核実験の実施に対して厳

格な措置を検討するとの話があったが、具体的にどのようなことを想定しているのか。また、国

際社会との連携とは別に、日本独自の制裁も視野に入れているのか。 

 

【安倍総理】 

 この核実験の発表を受け、日本としても、また国際社会としても、厳しい対応をとらなけれ

ばならない。また、そういう状況になったことについては､これは全て北朝鮮に責任があることで

ある。日本の独自の対応、また厳格な措置についても検討を直ちに始める。また、おそらく日



本独自の厳しい措置については、速やかに措置をしていくことになると思う。そしてまた、国際

社会においては､国際社会と､関係国と連携しながら､国連の場で厳しい措置を含む決議

案の速やかな採択に向けて日本も努力していく。この措置の中身については､既に色々検

討しているが､この場で答えることは差し控えさせて頂く｡ 

 

【質問】 

 総理の靖国神社参拝は､歴史認識の問題と考えるが、韓国国民全てが注目していること

である。安倍総理がいまだ靖国に行くか行かないかについて曖昧にしているのには、政治的

理由があると推測するところである。このような問題について、総理はきちんと本音を明らかに

すべきと思う。また、歴史認識問題を克服して、日韓関係を未来志向的に発展させるため

には、朝鮮半島統一の過程において日本がきちんと貢献するということが明確にされることが

必要であると考える。日本がどのような貢献ができるのかについてである。勿論、核問題解決

も大切だが､日本が朝鮮半島の統一に如何なる貢献をできるのかについて話を伺いたい｡ 

 

【安倍総理】 

 本日の首脳会談において､歴史の問題について､私からも話をした｡かつて､日本がアジア

諸国の人々に多大の損害と苦痛を与え､そして大きな爪痕を残した。このことについて深刻

な反省の上に日本の戦後６０年の歩みがある。この思いは、この６０年生きた人々と私は

共通の思いであり、この思いはこれからも変わることはないと思う。そして、靖国に参拝する、

しないという問題だが､靖国問題についても盧武鉉大統領に私の考えを申し上げた。この問

題については､双方が政治的困難を克服し、両国関係の健全な発展を促進する考えから

適切に対処していく考えである。いずれにせよ、私は、韓国の国民の皆様の気持ち・感情を

重く受け止め､そしてその上に相互信頼を進め、未来に向けた未来志向の信頼関係を構築

していきたいと思う｡その思いで、今回､就任後初の外遊の一環として韓国を訪問した次第

である。 

 

 また、朝鮮半島の統一の質問だが､朝鮮半島の統一は韓国の国民の皆様、また半島の

皆様にとり悲願であるということは十分に私も認識をしている。より良い統一が成されるよう

に、日本もその方向に向かって進んでいくことについて支持をしていきたいと思うし、できること

が何があるかということについても韓国の皆様とも対話を重ねていきたいと思っている。 

 

【質問】 

 引き続き核実験の問題でお伺いしたい。先程､総理は、盧武鉉大統領と北朝鮮の核兵

器製造開発断じて容認できない、断固とした姿勢で臨むということで一致したと述べられた。



これまで日韓の間で､北朝鮮の核、ミサイルの問題では若干温度差があったように思うが､制

裁について韓国は慎重な姿勢が多かったように感じられる。今回の事態を受けて日韓の足

並みが完全に揃うことができるか。ご見解を承知したい。 

 

【安倍総理】 

 大統領との会談において、この北朝鮮の核実験について時間をかけて議論した｡次の点に

ついて意見の一致を見たわけである。盧武鉉大統領と、また韓国と我々は意見が違う、認

識が違うということではない。足並みは揃っていると考えている。 

 

 北朝鮮による核実験の実施が確認されれば、重大な脅威であり断じて容認できるもので

はない。北朝鮮はこの状況に関して全ての責任を負わなければならない。国際社会はこの

ような北朝鮮の行動を容認せず、更なる厳しい措置をもって臨まなければならない。日韓両

国は、今後、直ちに断固たる対応をとっていく。安保理における厳しい措置を含む決議の速

やかな採択に向けて緊密に連携を強化していく。今申し上げた点について、意見の一致を

見たところであり、足並みは十分に揃っている。お互いに今後とも認識を同じくして、連携を

強化して、北朝鮮に核保有を放棄させるべく努力してきたいと考えている。 

 

【質問】 

 北朝鮮の今日の核実験の動きのタイミングについてお伺いする。明らかに総理が飛行機の

中にいるときに核実験を実行したように思える｡このタイミングについてどう考えるか｡北朝鮮は

どういったメッセージを送ろうとしているとお考えか｡ 

 

【安倍総理】 

 タイミングについては、北朝鮮側に聞いてみないと真意はなかなか分からない。私の中国訪

問、韓国訪問をそれほど意識していたかどうか定かではないが､中国訪問、韓国訪問を通じ

て、日中・日韓は連携を強化しながら北朝鮮の核放棄に向けて協力し、その影響力を行

使していく。また、核実験は断じて容認できないということについて意見の一致を見たわけで

あり、北朝鮮のこの核実験が、日中関係あるいは日韓関係の発展を阻害することは全くで

きないということを示すことができたのではないかと考えている。国務総理、盧武鉉大統領と

会談を行ったわけだが、こうした状況の中に於いて､むしろ日韓は両国の課題について互いに

胸襟を開いて率直に意見交換をし、行うべきことは着実に行っていくという認識の一致に至

った｡それを示すことができたことは良かったと考えている。北朝鮮としては､瀬戸際外交の一

環であろうと思うが、国際社会としては北朝鮮が国際社会の懸念に答えずに益々悪い方向



に進んでいくのであれば、北朝鮮の状況も益々厳しいものになっていくということを北朝鮮に

認識させるために厳しい措置をとっていく必要があると考えている。 

 


